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№ 64 

【様式２】 

エントリー学校名：茨城県取手市立藤代南中学校  

活動名：藤南スタイルの授業実践 
教科の枠を超えた相互授業参観 

解決すべき課題：  
本校は，『生徒の豊かな人間性と主体的に生きる力の育成～自ら学び，成長できる人間づくり～』を目標

とし，バランスのよい生徒の育成を目指している。これまでは各教科において，言語活動の充実を図った授業
を展開し，学力向上を目指してきた。しかし，教科を中心に行う研修では，学校全体で研修を進めていく意
識や協働性が高まりづらい課題があった。そこで，「学習課題の工夫」「対話的学びの工夫」「課題に即した振
り返り」を全教科で取り組む「藤南スタイル」を実践するため，相互授業参観を企画・運営することにした。 
目標・方針：  
定期的に相互授業参観を実践することで，「藤南スタイル」の実践意識をより高めるとともに，教員同士の協
働性が高まり，それにより生徒の「思考力・判断力・表現力」を高めることができるであろう。 
活動内容：  

１全国学テにおける，思考力・表現力に関する問題分析を実施し，今求められる学力について再認識した。 
２「課題の工夫」「対話的学びの工夫」「振り返り」の「藤南スタイル」について全教員でイメージを共有するた
め，新年度の早い時期に校内研修を実施した。 

３道徳教育について校内研修（中央研修の内容の伝達研修）を実施し，「考え議論する道徳」について理
解を深めた，授業改善を図った。 

４相互授業参観（略案作成）を年度内に一人一回実施した。 
５道徳科の授業公開を各学年で年一回実施した。 
６県学力診断テストの結果から生徒の思考力・判断力・表現力の高まりを調査し，仮説を検証した。 
活動の成果：  
１ 問題分析を行ったことで，『知識・技能を活用する力』を育てる必要があることを再認識できた。 
２ 「藤南スタイル」について，全体研修を行ったことで，イメージの共有化を図ることができた。（資料１） 
３ 道徳科について伝達研修を実施したことで，授業改善に向けてのポイント（質の高い問い・集団づくり・教
師のコーディネート）を全教員で共有することができた。（資料２） 

４ 教科の枠を超えた相互授業参観を実施することにより，「藤南スタイル」の授業改善に対する意識を高め
ることができた。また，相互授業参観シートを作成し，見るポイントを絞ることができた。（資料３） 
５ 道徳科の授業公開を通して，授業改善を図ることができた。（資料４） 
６ 県学力テストの比較から点数の伸びが見られた。（資料５） 
アピールポイント（アイディアや工夫）： 
・「藤南スタイル」や「道徳教育」について全教員での校内研修の実施。  
・教科の枠を超えた相互授業参観の実施。 
・「相互授業参観シート」の作成。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
  

資料１ 資料２ 

研修を受けた先生の感想（W教諭） 
・「考え議論する道徳」のポイント 
① 教師がしゃべりすぎない授業 
② 深い学びがある授業 
であることを理解することができた。 
特に，「ねらいの焦点化」を意識して授業を進めて
いきたい。                  
 
 

 

 

資料３ 資料４ 

資料５ 

国語 社会 数学 理科 英語
H30 -1.7 -0.9 -4.0 -0.4 4.5
R1 2.7 2.8 2.5 3.0 3.6
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